
～ 生産性だけでいいの？人の価値について考えよう！ ～

 

→こんなシンプルな質問から始まりましたが、「どんな大人って、そりゃもちろんアレやろ、えーと、ん－と・・・。」 シンプルのようで実は深い 

質問だったのかもしれない。今回のテーマは、「人の価値」について。 「どんな大人になりたいのか」 ということを考えるとき、もしかしたら 

無意識に 「人の価値」 というものを自分の物差しで測ってしまっていたかもしれない・・・？ 

 

 

※その理由も少しだけピックアップしてみました（以下参照） 

①延命をするかしないか選べばいい／助からないと分かった上で税金を使うのは違う／終末期なら治療しても意味ない 

    保険適応外になると負担が大きく選択できない／意思に任せるという点は理解できるが経済的に厳しい場合払えないかも など 

 

➁少数派のための法改正にはリスクが多い／税金を使わない＝LGBT の否定ではないし、子どもを産めないのは事実 など 

  子どもを産まない男女カップルもいるのだから税金は平等であるべき／生産性がないからといって差別は良くない など 

 

③問題が起こるのは労働環境や支援体制など、政策のせい／障がいを持った人は周りに多くの不便をかけてしまう など 

  何があっても殺していい理由にはならない／命は大切・平等である／「日本と世界のため」というのは加害者の主観的な考え など 

→賛否ある事案など、難しい問題と向き合うとき、自分の中で自己肯定と自己否定の対話が始まります。正解がないから考えないと 

か、そもそも論で思考を停止してしまうことは良くありません。肯定と否定を対話させることで、あなたの考えに「深み」が出てきます。 

また、他者の考えを取り入れることで、人としての「厚み」も持てると思います。 

 

 



 

→Ｑ3～5 の質問に答えながら、考えがまとまってきたり、逆に他の人の意見を聞いて揺れ動いたり、それぞれ何かの気付きや疑問が 

出てきたと思います。今回は、「 や という考え方が背景にあるのではないか」と仮定して、自分たちが

出した意見を振り返ってみました。 

 

 

最後に、「自己責任社会の罠を乗り越えるために」を読み、感想を書きました。今回は、とても難しい内容でしたね。改めて、「どんな

大人になりたい？」と問われたら、答えが変わったりするのかなぁ？とか思ったりしました。私は、皆さんに「深み・厚みのある大人」になって

ほしいと思っています。自分との対話で深みを持ち、他者の考えを受け入れ厚みを増していく。知識だけあって中身がないのは良くないで

す。 

さて、せっかく人権を学んだわけですから、学校生活に生かしましょう。難しいことを考え見識を広げることも大事ですが、目の前にある

大切なものを見失ってはいけません。今私たちはとても大切な時期です。受験への不安や緊張があったり、合否結果に揺れ動いたり、さ

まざまな状況がある中で、私たちができることは何でしょうか？ 

やはり、学校生活を大切にすることではないでしょうか。45 回生が、これまでやってきたことを思い出してみてください。45 回生の活動

にはいつも「思いやり」が土台にありました。だからどんな行事も楽しく成功できたんです。今こそ、その力を発揮しましょう‼ 

受験に振り回されてはいけません。受験で自分を見失ってしまっては本末転倒です。ぜひ、この受験を通して成長しましょう。高校にと

って最大のイベントである受験を乗り越えていくために、「思いやり」という土台をもう一度みんなで踏み固めましょう‼ 

 11/19（水）6 限 LHR の時間に、きれいな虹が出ました♪ 

 いくつかのクラスは、みんなで見に行って、少しほっこりしていました(*^-^*) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


